
申請者は､動画で呈示したヒトの情動刺激に対するヒト乳幼児の反応とその発達的変化を検討し

ているが､本研究では､種間比較をおこなう目的で､同一条件下での､同一刺激に対するニホン

ザル乳幼埠の反応を検討した｡実験対象は､ニホンザル乳児 (2-10週齢)10個体であった｡

刺激には ｢笑顔｣｢怒り顔｣｢中立顔｣の3条件のビデオ映像 (音声なし)をもちいた｡刺激は､
被験児と面識のない成人女性による演技であり､呈示時間は20秒であった｡注視時間を計測し

たところ､ヒトでは､生後4･5ケ月児群では刺激間で有意な差は見られなかったが､6･7ケ月群

では ｢怒り顔｣をより長く注視する傾向が見られた｡この結果は他の先行研究とも一致する｡一

万二ホンザル乳児群では､ヒト4･5ケ月児群と同じく､有意な差が見られなかった｡しかし､瞬

目の塀皮等の指標を用いることで､環視時間の差が見られない条件間でも､反応の違いが検出で

きる可能性がヒト乳児のデータから明らかになりつつある｡現在､ニホンザル乳児についても同

様の検討をすすめている｡

計画3-6

霊長類の乳児における顔図形認識

桑畑裕子 (京都大 ･文 ･心理)

ヒトの乳児は顔のように見える図形に対して視覚的偏好を見せる｡本研究では､ヒト以外の

霊長規の乳児における顔図形への偏好反応の有無とその発達的変化を調べることを目的として

以下の実験をおこなった｡ ノ

0-18週齢のマカタザル (ニホンザルとアカゲザル)19個体と2-18週齢のチンパンジー3

個体に対して､｢顔図形｣､顔図形の各顔部品の配列を変化させた ｢対称非顔図形｣､黒い四角が

日と口の位置に置かれた ｢配置顔｣の 3種の刺激を対呈示し､それぞれの図形に対する反応を

調べた｡マカクについては､刺準を動かして呈示して､迫視反応を測定した.チンパンジーの実

験では､刺激を静止して呈示したので､注視反応について検討した｡その結果､マカクの乳児は

生後8週齢以降になると｢顔図形｣を偏好するようになった｡一方､チンパンジーにおいては､

1個体が生後12週齢以降で顔図形への偏好反応を見せた (残り2個体のデータは未分析)｡以上

の本研究の結果から､ヒト以外の霊長類の乳児においても､顔図形への偏好反応が存在すること

が示唆された｡また､そうした偏好反応は､生後ある程度の時期を経て出現することがわかった｡

計画3-7

霊長類新生児の自発運動 (Generalmovements)の発達

小西行郎 (埼玉医大)･高谷理恵子 (福島大)･多賀厳太郎 (東京大)

竹下秀子 (滋賀県立大)･板倉昭二 (京都大)

ヒトの新生児が自発的に全身を動かすジェネラルムーブメンート(GM)と呼ばれる複雑な運

動は､脳の発達の状態を反映していると推測され､その後の運動･認知発達との関連が注目され

ている｡

今年度対象とした母親の養育したチンパンジー乳児 3個体は､全て3カ月検診時に寝返り

をした｡これまでに得た人工保育のチンパンジー乳児の資料と対照すると､今回の結果は､ (1)

人工保育児において顕著に観察された痘撃様の運動が､アユム･クレオ･パルの 3個体ともに

出現しない､(2)1-2カ月では様々な接触系の嘩動が出現しやすく､生後3カ月になると屈曲の

姿勢が有意となり体幹への接触が減少し､寝返る行動が出現する､という2点において特徴的
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